
新　年　礼　拝新　年　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（１月１２日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　昨年とても盛り上がったスポーツ「ラグ
ビーW杯」そこでは当然多くのクリスチャ
ンの選手も活躍しました。勝利し画面に映
る彼らが天を仰ぎ、地面にひれ伏し、リス
トバンドに書いた十字架にキスをし、神様
の栄光を称えました。日本vsアイルランド
戦でゲームキャプテンを務めたピーター・
ラブスカフニ選手も敬虔なクリスチャンの
一人。テーピングや自身が書くサインの横
には「PS23」つまり「詩篇23」と書かれて
あるそうです。私もどんな時も何をしてい
ても恐れることなく導いてくださる主を称
え礼拝することを大切にしたいです。そし
ていよいよ今年は東京オリンピック、今回
も多くの選手が、きっとたくさんの証を残
すことでしょう。私たちのフィールドはそ
れぞれ違います。神様が遣わしたその場所
に私たち一人一人を通して神様の栄光があ
らわれますように！
イザヤ43:21「わたしのために造ったこの民
は  わたしの栄誉を宣べ伝えよう」

ル２～Ⅰサム４　水１金３

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ

日 月 火 水 木 金 土
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（ ２０１９年１２月２９日 ）
（要約者：岡本　享子）

スモールファミリー

誕生者のお祝い
ふるさと
餅つき大会

ゴスペル＆マルクト
18 時半～

今週はルツ記２章～４章、そしてサムエル記
に入ります。ルツ記２章は絵でも有名な「落
穂拾いについて」が書かれています。３章は
ルツのプロポーズ、４章はルツの結婚と出産
について書かれています。そして最後にルツ
の家系について書かれていて、ダビデの家系
であることが記されています。士師記の背景
の中で、ボアズやルツのような信仰者が現れ、
ダビデの家系をつなぎました。そしてⅠサム
エル記に入り、最後の士師、最初の預言者と
もよばれますがサムエルが生まれるところか
ら書かれています。１章はサムエルの誕生に
ついて、２章はハンナの賛美とサムエルの幼
少期について、３章は神様の声を初めて聞い
たところ、成長について、４章～７章は士師
としてのサムエルが書かれ、４章は奪われた
神の箱について書かれています。民衆が王を
求めていく背景を感じつつ読み進めていきま
しょう。

牧　一穂　牧師
牧　唯恵　伝道師

平澤一浩
富岡美千男
a泉水京子

　３日　西嵜結愛
　６日　李 宰昇
　７日　三村隆人
　８日　金森清子

　９日　草井琴乃
１１日　Pui ちゃん
１３日　近藤　颯
１５日　長谷かをる

１７日　岡本恵美子
１８日　新開　陽
２０日　湯浅八重子
２２日　新開未沙子

２５日　上田　仁
２６日　山本洋子
３１日　日名陽子

12 月の誕生者
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西嵜　真由美

ふるさと
クリスマス

フェスティバル

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

　2019 年はいかがでしたか？世の中では「忘年」という言
葉を使いますが、一年を忘れて新しい年を迎えるのではなく、
一年の終わりを感謝で終えることで、来年はもっとよい土台
の上に新しい家が建てられていきます。そのためには、この
一年をよく理解する必要があります。イエス・キリストは私
たちが道を外れたとき、その道に戻るために悔い改めること
を示されました。私たちが過去を見るとき、その出来事を後
悔するために見るのではなく、なぜ誤ったのかを信仰によっ
て見ることが大切です。例えば、通勤途中に道を間違えたとき、
「やっぱり私はダメだな…」と思うでしょうか？ なぜそうなっ
たのか、どこで間違ったのかを考え、次はよりよい道を探そ
うとします。これがクリスチャンの生き方です。
　俳優のシルヴェスター・スタローンは、俳優として成功す
るまでにさまざまな下詰みを経験した人でしたが、有名にな
るにつれて私生活はどんどん廃れ、妻を捨て、子どもたちを
路頭に迷わせ、自分は名声とキャリアを優先させていきまし
た。そんななか、下積み時代に出演した成人映画の権利を、
お金を払えば返すと映画の配給会社が言ってきます。彼は、「私
はイエス・キリストに出会って過去を許してもらった。この
世の中に生きている人はみんな隠し切れない過去を持って生
きている。だから自分は自分の過去を改めはするが、それを
消し去ろうとはしない」と答えました。彼は名声とキャリア
を手にしても、何も得るものがなかった自分の過去をよく理
解していたのです。過去を理解することが、彼の人生の土台
となりました。『神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従っ
て召された人々のためには、神がすべてのことを働かせて益
として下さることを、私たちは知っています。（ローマ 8:28）』
　彼はこの御言葉を、身をもって体験したのです。

　2020 年を生きるということは、2019 年を理解し、正しかっ
たことはより進め、そうでなかったことは改める必要があり
ます。私たちは一人ひとり色が違いますが、私たちは皆と一
緒が安心、皆がしていることが普通と思っています。自分は
普通で正しく、相手が言っていることが間違っているという、
自らのスタンダードがあります。しかし、私たちのスタンダー
ドはイエス・キリストの言葉です。
『キリストこそ私たちの平和であり、二つのものを一つにし、
隔ての壁を打ちこわし、ご自分の肉において、敵意を廃棄さ
れた方です。敵意とは、さまざまの規定から成り立っている
戒めの律法なのです。このことは、二つのものをご自身にお
いて新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現するためで
あり、また、両者を一つのからだとして、十字架によって神
と和解させるためなのです。敵意は十字架によって葬り去ら
れました。それからキリストは来られて、遠くにいたあなた
がたに平和を宣べ、近くにいた人たちにも平和を宣べられま
した。』（エペソ 2:14-17）
クリスマスのとき、神様は自分の在り方を捨てて降りてこら
れました。それは、新しいひとりの人を造るためです。その
ためにイエス・キリストがしたことは、理解することでした。
例えば、自転車に最初から乗れる人がいるでしょうか？自転
車に乗れる人は乗り方を知っていますが、乗り方を知らない
人は乗れません。最初は誰かが後ろで支えてくれていて、一
人で乗れるようになったら手を放します。これは、乗れる人が、
乗れないことを理解して、乗れるようにプロセスを考えたの
です。同じようにイエス・キリストは私たちを理解するために、
同じ痛みと苦しみを通り、馬小屋でお生まれになりました。
そして、彼が十字架で行ったことは相手を理解することでし
た。『そのとき、イエスはこう言われた。「父よ。彼らをお赦
しください。彼らは、何をしているのか自分でわからないの
です。」』（ルカ 23:34）　息を吸うのも苦しい状況でイエス・
キリストがこのように言えたのは、彼らの状況を理解してい
たからです。私たちは相手を理解しているでしょうか？理解
しようとしていないと、敵意が生じ、隔ての壁ができます。

相手がどうしてそんな行動をとってしまうのかが分からない
ときがありますが、多くの場合、そこに不安や恐れ、過去の
マイナスな出来事があります。ですから、相手を理解する方
法は、私たちが古い自分に死に、新しい人を自分のなかに生
かすことなのです。

私たちの人生のスタートは神様の十字架です。十字架は、帝
国が帝国を維持するために、反逆したものを見せしめにする
死刑の道具でした。「さまざまの規定から成り立っている戒
めの律法」によって、イエス・キリストは裁かれたのです。
ですから、私たちは自分と家族の間に、自分と友人の間に、
新しい人を迎えなければなりません。2020 年を正しく生き
ようとするならば、理解することをしていきましょう。私た
ちは理解できないとき、相手を否定し、相手のせいにします。
「私がこうなったのは」「あなたがこう言ったから」これは自
己中心です。それはアダムとエバがしたことです。あなたは
自己中心ではなかったでしょうか？　愛の反対は責任転嫁で
す。

　『見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。だれでも、わ
たしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしは、彼のところに
入って、彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をす
る。』（黙示録 3:20）
　ここで「彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事を
する」と２回繰り返されているのは、お互いがお互いを受け
入れたということです。イエス・キリストが私たちの戸をた
たくなら、私たちは戸をあけましょう。たたいてもらったの
なら、次は私たちが戸をたたきましょう。私たちは戸を叩か
ない決断をいつもしてしまいますが、諦めてしまいそうにな
るとき、そこで話し合い、相手の気持ちを理解し、時がくる
のを待ちましょう。お互いに分かり合おうという気持ちを
持って戸をたたき続ければ、戸は開きます。それをまず模範
として示されたのがイエス・キリストでした。私たちの戸が
あくまでたたき続け、扉が開いたら入り、一緒に食事をしよ
うと言われました。絶えず私たちに寄り添い続けてくださり、
私たちがどんなに裏切っても今日まで神様は待っています。
もし、許せない人がいるならイエスの御名によって許しま
しょう。その人がなぜそんな行動をとってしまうのか理解し
ようとあなたがへりくだったときに、そこに神様の御業が起
こります。時間が必要なときもあります。しかし、諦めない
ことには力があります。私たちは勇敢であって、愚かになっ
てはいけません。愚かにならないために、心を騒がせてはな
りません。今日、騒ぐ心を捨てましょう。

「心を騒がしてはならない」
～隔ての壁を取りのぞく理解する力～　　　　　　　　　ヨハネ14:19～31

３．理解する力を得る

２． 自己中心に注意

１． こころの平安

まとめ

キリストが十字架を忍ばれた理由は、私たちを理解するため
でした。ルールに目が向いていませんか？　そのルールに
よって相手を排除し、比較して生きていませんか？　そんな
愚かな私たちを理解するために、イエス・キリストは馬小屋
で生まれ、大工として育ち、裏切られ、ムチ打たれて十字架
にかけられました。それでも、私たちを愛し、『「エルサレム
の娘たち。わたしのことで泣いてはいけない。むしろ自分自
身と、自分の子どもたちのことのために泣きなさい。」（ルカ
23:28）と言われました。
誰よりも一番大きな敵が自分のなかにあります。いつも誰か
のせい、何かのせいにしています。その自分のなかにいる自
己中心に気づいたとき、隣人がしていることを理解すること
ができます。人を裁いてののしるクリスチャンから、理解し
て共に成長する、人に寄り添い理解するクリスチャンになり
ましょう。私たちが戦わなければならないのは自分です。神
様の恵みによって自分の罪を理解しましょう。これが理解す
ることのスタートです。

キリストが十字架を忍ばれた理由は、私たちを理解するため
でした。ルールに目が向いていませんか？　そのルールに
よって相手を排除し、比較して生きていませんか？　そんな
愚かな私たちを理解するために、イエス・キリストは馬小屋
で生まれ、大工として育ち、裏切られ、ムチ打たれて十字架
にかけられました。それでも、私たちを愛し、『「エルサレム
の娘たち。わたしのことで泣いてはいけない。むしろ自分自
身と、自分の子どもたちのことのために泣きなさい。」（ルカ
23:28）と言われました。
誰よりも一番大きな敵が自分のなかにあります。いつも誰か
のせい、何かのせいにしています。その自分のなかにいる自
己中心に気づいたとき、隣人がしていることを理解すること
ができます。人を裁いてののしるクリスチャンから、理解し
て共に成長する、人に寄り添い理解するクリスチャンになり
ましょう。私たちが戦わなければならないのは自分です。神
様の恵みによって自分の罪を理解しましょう。これが理解す
ることのスタートです。


